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　　石和温泉駅、北口も含めいよいよ本格改修へ

　寒かった冬もようやく終わり、桜が咲きはじめました。間もなく桃の花も開き、盆地一帯がピンクに染まる季節になります。皆様にはお変わりなく、ご健勝のことと思います。

桃の花と一緒にやってくるのが、山梨岡神社のお祭りです。４月３日の前夜祭のあと、４・5日には県無形文化財のお神楽の舞い、また４日の午後からは神輿が鎮目区内を練り歩きます。夜は゛笈形焼き゛も点灯され、にぎやかな祭りとなります。

　さて、３月定例市議会は７日から２４日までの１８日間にわたり開かれました。この議会では１８年度の新年度予算、指定管理者制度など１０６議案が審議されました。７日の開会日に荻野市長は所信表明のなかで「組織改革のなかで、支所には市所長を置く。第一次市総合計画を策定する。都市再生整備事業として『まちづくり交付金』の活用を視野に入れ、石和温泉駅の駅舎や南北通路の整備促進を進める」などと言明しました。また、この計画のための調査費として、新年度予算に約2100万円を計上しました。これまでに市側から得た情報では、関係者による「建設検討委員会」を今春立ち上げ、１８年中にはＪＲ側とも計画を打ち合わせ、１９年度からは建設計画に入りたいとのことです。数年先には石和温泉駅も新しく生まれ変わると思います。私の公約の一部が実現に向かいました。

　新年度予算は総額４９６億３５８０万円で、１７年度よりは１１億７９３０万円、２，３２％の減となってます。このうち一般会計が２５５億１００万円で、前年比８億２１００万円の減ですが、国民健康保険、老人保健、介護保険など特別会計などは２２４億５３１４万円で、前年比４億３４００万円の増となってます。新年度予算などはいずれ市の広報誌で詳しく掲載されますので、それらをご覧ください。

　今年４月から始まる指定管理者制度ですが、笛吹市内では２２施設が市から民間に移行されます。身近なところでは、『鎮目ふれあいの家』も、市から区に移管されます。施設の管理・運営を区が責任もって当たることになります。使用上はこれまでと同じですが、運営費は区の負担となります。そのほか春日居町内では、福祉会館、春日居農産物直売所などが民間に移行されます。また、石和、御坂、一宮などの温泉施設も民間の運営となります。一部で開館時間や休館日が変わりますので、よく利用する人は気を付けて下さい。

　このほか、鎮目区民に関わりある問題としては、町内に二つある保育所を、春日居町時代には１カ所に統合する方針でしたが、「２００人規模の保育所は運営がむづかしくなる」などの意見が強く、統合の見通しは暗くなりました。一方、平等川の改修については、いま神橋と中畦橋の架け替え設計をしており、これが終われば１９年から、石和と春日居の境界である鍛治屋橋から上流の山沢橋までの工事に取り掛かるということです。完成までには時間もかかりそうです。では、６月議会までさようなら・・・

